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R7年度 事業所評価 【重症児デイサービス AQUA】

1
利⽤者定員が指導訓練室等スペースとの関
係上適切であるか

5 5 0 0

・スペースが⾜りていないと思う時がある
・利⽤者が多い時は⼿狭
・その⽇の利⽤者数や利⽤者の状態に応じて臨
機応変に⼯夫して対応しており、今後もそれが
必要
・児発や放デイが狭い厳密に⾔うと整理整頓が
⾒られない
・⽇によっては、⼀⼈当たりのスペースが狭い
と感じることがある

利⽤者多い⽇は、スペースを⼯夫しながら対応
しています、利⽤者が少ない時に整理整頓する
ように⼼がけましょう

実施期間 R7.12.16〜12.22
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2
利⽤定員や利⽤者の状態等に対して、職員
の配置数は適切であるか

7 2 0 1

・⼊浴介助や送迎等で⼈員が必要な際などに、
⽀援にあたる⼈員が不⾜していると感じる時が
ある
放課後は特に利⽤時間が短く、短時間での⽀援
が必要なため
・利⽤者の状態に応じて担当に限らず柔軟に対
応しているが今後もコミュニケーションをとり
ながらその対応が必要
・希望公休を⾃由に取らせている限り改善は困
難ではないか

希望休を叶えている事、体調不良や介護でお休
みになる事もあり、どうしても⼈員が少ない⽇
もある、それはお互い様なので、⼯夫しながら
安全に⽀援できるよう協⼒しましょう

全てを叶える環境は難しいが、⼯夫しながら安
全管理を考えましょう

4

⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環
境になっているか？また、利⽤者たちの活
動に合わせた空間となっていると思われま
すか？

7 3 0 0

・集中したい、お昼寝したい、という場合に、
なかなか静かな空間が作りづらいことはあるの
で、今後もパーテーションや他の空間の利⽤な
どで⼯夫が必要

⼯夫しましょう

3

⽣活空間は利⽤者にわかりやすく構造化さ
れた環境になっているかまた、事業所の設
備等は障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になさ
れているか

6 4 0 0

・ワンフロアで⽬は届くが、構造化はできてい
ない
・様々な利⽤者が共通した空間を使⽤するた
め、各利⽤者に応じた構造化は難しいところが
あるが、これからも考えていく必要はあると思
う
・マットが必要な利⽤者がいたり、リフトが必
要な利⽤者がいたりで、みんなが使いやすくと
いうのは難しいことだが⼯夫して出来ていると
思う

今は個室を使えますが、先々使えなくなった時
の事を考えておく必要があります

・全員での振り返りはできていない
・他スタッフと会話が多く、振り返りの話が⽇
常的にできる関係性にはあると思う
・意識がない

AQUA会議の時に、業務の振り返りに積極的参
加してください

6
業務改善をすすめるためのPDCAサイクル
(⽬標設定と振り返り)に、広く職員が参加し
ているか

7 1 1 1

5
必要に応じて、利⽤者が個別の部屋や場所
を使⽤する事が認められる環境になってい
るか？

7 3 0



7
保護者向け評価表により、保護者等の意向
等を把握す機会を設けており、その内容を
業務改善に繋げているか

8 0 0 2
・そこに表れていないものもあると思うので、
ご家族とコミュニケーションをとりながら確認
できるようにしたい

無記名での⾃由意⾒項⽬も⼊⼒できるので、意
向を把握する機会はあると思います、改善出来
る内容は改善するように考えましょう

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けてお
り、
その内容を業務改善へつなげているか

8 2 0 0

・毎⽉クラス会議で話す時間は取れているが、
全員の意⾒を把握する機会となっているかは不
明

個別でも意⾒や相談されてください、会議等で
も積極的に発⾔しましょう、発⾔、意⾒は伝え
ないと何も変わりません

9
この⾃⼰評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

8 0 0 2 ホームページに公表しています

・今のところ⾏っていないため
・監査の結果と対応など職員も知る機会がある
・BCPの場⾯で第三者から助⾔を受けていると
ころを確認したので動きがあるのはわかる
ただ、全て実⾏できるかは疑問に感じた
・全くないわけではないが機会は少ないと思う

⾏っていません第三者評価とは何処がするもの
なのか？を知ってください、評価は受けていま
せん

#
第三者における外部評価を⾏い、
評価結果を業務改善へつなげているか

4 2 1 3

#
職員の資質の向上を図るために、研修を受
講する機会や法⼈内等で研修を開催する機
会が確保されているか

10 0 0 0
・有意義な研修への参加機会がある
・リハならリハと業種部⾨別開催も必要と感じ
られる

#
適切に⽀援プログラムが作成、公表されて
いるか

9 1 0 0
・外部のアドバイザーより意⾒をもらうなど、
少しずつ実践できているが、⽀援プログラムの
作成まで⾄っていない場合もある

・互いに他スタッフの意⾒も聞きながら、担当
者以外も計画作成に関わっている意識がある

#

通所⽀援計画書を作成する際は、児童発達
⽀援管理責任者、サービス管理責任者だけ
でなく、利⽤者の⽀援に関る 職員が共通
理解の下で、利⽤者の最善の利益を考慮
した検討が⾏われているか

9 1 0 0

#

個々の利⽤者に対してアセスメントを適切
に⾏い、利⽤者と保護者のニーズや課題を
客観的に分析した上で通所⽀援計画を作成
しているか

10 0 0 0

・全員の計画書を関わる職員全体で共有はできていない

会議等で、話し合われる利⽤者については、共
通理解していると思うが、担当以外の利⽤者に
管理は全員共通理解は出来ていない、ケースカ
ンファレンスで共有する機会を作ります

#
通所⽀援計画書が職員間に共有され、計画
に沿った⽀援が⾏われているか

7 3 0 0
・スタッフによっては、計画を把握せずに⽀援
している⽅もある

計画を⾒て⽀援にあたるように声かけしていま
すので、ぜひ把握してから⽀援してください



#
通所⽀援計画書が職員間に共有され、計画
に沿った⽀援が⾏われているか

7 3 0 0
・スタッフによっては、計画を把握せずに⽀援
している⽅もある

計画を⾒て⽀援にあたるように声かけしていま
すので、ぜひ把握してから⽀援してください

#
利⽤者の適応⾏動の状況を、標準化された
ツールを⽤いたフォーマルなアセスメント
を使⽤する等により確認しているか

6 2 1 1

・ツールを使ったアセスメントはあまりできて
おらず、⾃分⾃⾝の理解も不⼗分
・主観と講師助⾔メインスケールを使ったエビ
デンスの効いたアセスメントは⾒たことが無い

発達障害とは異なりますので、標準化したツー
ルは使⽤していません、利⽤者の応じた情報収
集、アセスメントをしています

・移⾏⽀援や地域⽀援の項⽬は⾃分がまだ⼗分
に理解しきれていない部分もあり、勉強してい
きたい

実際のケースから理解を深めてください、計画
に反映できるように勉強されてください

#
活動プログラムの⽴案をチームで⾏ってい
るか

8 1 0 1

#

通所⽀援計画書には、ガイドラインの『提
供すべき⽀援』の『本⼈⽀援』『家族⽀
援』『移動⽀援』及び『地域⽀援・域連
携』のねらい及び⽀援内容からも踏まえな
がら、利⽤者の⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が
設定されているか

9 1 0 0

・毎回話し合うことが難しい事もあり、できて
いないと感じることも多い
・保育⼠を中⼼に⾏っている
・プラン上はチームアプローチとなっているが
現実は個別⽴案

AQUAでは、保育⼠が中⼼に他のスタッフも協
⼒して⾏っています、また利⽤者の状況も毎回
変化がありプラン通りにならない事も多いです

#
活動プログラムが固定化しないよう⼯夫し
ているか

6 2 0 2
・もっと様々な遊びの提供、活動内容を考えて
いきたい

遊びの研修などもありますので、参加されてください

#
利⽤者の状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて通所⽀援を計画し、
⽀援が⾏われているか

8 1 0 1
・利⽤者に必要な個別活動について、⾃分⾃⾝
の知識を増やして取り⼊れていくべきだと思っ
ている

・出勤時間がバラバラであり、集まっての打ち
合わせは難しい
・その⽇の担当を決めて分担している
・ホワイトボード上で役割分担しているが深ま
りはない

#
⽀援終了後には、職員間で必ず打ち合わせ
を⾏い、その⽇⾏われた⽀援の振り返りを
⾏い、気付いた点等を共有しているか

4 4 1 1

#

⽀援開始前には職員間で必ず打ち合わせを
⾏い、その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分
担について確認し、チームで連携して⽀援
を⾏っているか

7 2 0 1

・帰宅時間もバラバラであり、振り返りも難し
い
・スタッフの勤務にバラつきがあり、グループ
チャットで共有している
・利⽤者が帰ったあとはバタバタ退勤していた
りするのでなかなか出来ていないが、後⽇やグ
ループチャットなどで気になったことは共有し
ている



#
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底
し、⽀援の検証・改善につなげているか

8 2 0 0

・グループチャットでの情報共有だけでは忘れ
やしまったりそのまま流れていってしまう事も
多いので、ものすごく短期間のこと以外は個別
⽀援計画に追加するなどして反映させるのと、
個別⽀援計画に基づいて利⽤者に関わるという
ことを意識していきたいと思う

#
定期的にモニタリングを⾏い、通所⽀援計
画の⾒直しの必要性を判断し、適切な⾒直
しを⾏っているか

10 0 0 0

・私⾃⾝はそういう意識が不⾜していたので
意識的にみていきたいと思った

ガイドラインはしっかり読まれてください

#
利⽤者が⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫
がされている等、⾃⼰決定をする⼒を育て
る為の⽀援を⾏っているか

7 2 0 1

#
ガイドラインの『4つの基本活動』を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか

4 4 0 2

・利⽤者の反応や意思を把握しようと⼯夫して
いるし意識的に関われていると思う

#
相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関
係機関との会議に、その利⽤者の状況をよ
く理解した物が参画しているか

9 0 0 1

#
地域の保健、医療(主治医や協⼒医療機関
等)、障害福祉、保育、教育等の関係機関と
連携して⽀援を⾏い体制を整えているか

9 1 0 0

・直接だったり、家族を通して間接的に情報共
有している事もある第三者を通すと、正確な意
向が伝わらない事もあり、その点がどうかわか
らない
そこを留意しながら⾏っていく必要がある

30

就学前に利⽤していた、保育園や幼稚園、
認定こども園、児童発達⽀援事業所等との
間で情報共有と相互理解に努めているか

6 1 0 3

29

学校や他事業所、グループホームとの情報
共有(年間計画・⾏事予定等の交換等)、連絡
調整(送迎時の対応・トラブル発⽣時の連絡)
を適切に⾏っているか

10 0 0 0

・初めて利⽤する通所事業所であることが多い
ため
・担当を通じて情報共有してもらっている

31

学校を卒業し、放課後等デイサービスから
障害福祉サービス事業所等へ移⾏する場
合、それまでの⽀援内容の情報を提供する
等しているか

6 0 0 4 ・まだあまり機会が無い
担当の利⽤者の成⻑に伴い、経験していってく
ださい、他の利⽤者の移⾏⽀援会議などにも興
味を持って共有してください

32

地域の児童発達⽀援センターとの連携を図
り、必要等に
応じてスーパーバイズや助⾔や研修を受け
る機会を
設けているか

4 4 0 2
・AQUAでは今年度⾏っていない
・おそらくあまり機会がない

今年度は、発達障害の基礎研修もありますので
参加されてください



32

地域の児童発達⽀援センターとの連携を図
り、必要等に
応じてスーパーバイズや助⾔や研修を受け
る機会を
設けているか

4 4 0 2
・AQUAでは今年度⾏っていない
・おそらくあまり機会がない

今年度は、発達障害の基礎研修もありますので
参加されてください

34 (⾃⽴⽀援)協議会等へ積極的に参加しているか 7 0 1 2

33

放課後等児童クラブや児童館、保育園や幼
稚園、認定こども園等との交流や、地域の
他のこどもと活動する機会はあるか

10 0 0 0

35

⽇頃からの利⽤者の状況を保護者と伝え合
い、利⽤者の
発達の状況や課題について共通理解を持っ
ているか

10 0 0 0

36

家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族
に対して家族⽀援(ペアレントトレーニング
等)や家族等の参加できる研修の機会や情報
提供を⾏っているか

5 4 0 1
家族の対応⼒の向上に関しては、積極的に助
⾔、⽀援されていると思います、今年度は家族
に対する研修も実施しました

1

38

通所⽀援計画書を作成する際には、利⽤者
や保護者の意思の尊重、利⽤者の最善の利
益の優先考慮の観点を踏まえて、利⽤者や
家族の意向を確認する機会を設けているか

10 0 0 0

37
運営規定、⽀援プログラム、利⽤者負担等
について丁寧な説明を⾏っているか

8 1 0 0

#

『通所⽀援計画』を⽰しながら⽀援内容の
説明を⾏い、
保護者から通所⽀援計画の同意を得ている
か

10 0 0 0

#
家族等から⼦育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を
⾏っているか

9 1 0 0
・ゆっくり話す機会のない保護者さんもいるの
で把握には今後も⼯夫が必要

・可能な範囲で⾏えていると思う

#

利⽤者や保護者からの苦情について、対応
の体制を整備
するとともに、利⽤者や保護者に周知し、
苦情があった
場合に迅速かつ適切に対応しているか

10 0 0 0

#

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者
会等を開催する等により、保護者同⼠で交
流する機会を設ける等の⽀援をしているか
また、きょうだい同⼠で交流する機会を設
ける等の⽀援をしているか

8 1 0 1



#

利⽤者や保護者からの苦情について、対応
の体制を整備
するとともに、利⽤者や保護者に周知し、
苦情があった
場合に迅速かつ適切に対応しているか

10 0 0 0

#

定期的に通信等を発信することで、HPや
SNS等を活⽤することにより、活動概要や
⾏事予定、連絡体制等の情報を利⽤者や保
護者に対して発信しているか

10 0 0 0

# 個⼈情報の取り扱いに⼗分留意しているか 9 0 0 1
・アプリで利⽤者情報を共有しているためリス
クは否めない状況

取扱いに注意しましょう

・もっと勉強しないとと思っている
意思決定⽀援、⽇頃のたくさんの体験をさせる
事から始めましょう

46
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、
地域に開かれた事業運営を図っているか

3 5 1 1

45
障害のある利⽤者や保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮をしているか

8 2 0 0

・AQUAでは利⽤者の特性上、難しい部分があ
る
・地域の住⺠を招待するイベントの開催はでき
ていない
・地域住⺠の招待はできていない

地域住⺠への声掛け出来ていませんが、保育園
やブルーベリーガーデンさんとの交流は⾏えて
います、また近隣の樹⺠の⽅への挨拶も積極的
に⾏っています

47

事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュア
ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し職員や家族等に周知するとと
もに、発⽣を想定した訓練を実施している
か

9 1 0 0
・防犯、事故防⽌など⼀部の訓練はできていな
いこれから考えていく必要がある

48

事業継続計画(BCP)を策定するとともに、⾮
常災害の発⽣に備え、定期的に避難・救
出・その他必要な訓練を⾏っているか

10 0 0 0 ・最低限の回数実施 実施しています

50
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医
師の指⽰書に基づく対応がされているか

9 0 0 1

49
事前に服薬や予防接種、てんかん発作等の
利⽤者の状況を確認しているか

10 0 0 0

51

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修
や訓練、その他必要な措置を講じる等、安
全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われてい
るか

9 0 0 1

52

利⽤者の安全確保に関して、家族等との連
携が図られるよう、安全計画に基づく取組
内容について、家族等へ周知しているか

4 2 0 4
安全計画は会社全体で作成しており、個別会議
の際に取り組みついて年１回は説明するように
しています



52

利⽤者の安全確保に関して、家族等との連
携が図られるよう、安全計画に基づく取組
内容について、家族等へ周知しているか

4 2 0 4
安全計画は会社全体で作成しており、個別会議
の際に取り組みついて年１回は説明するように
しています

1

54
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確
保する等適切な対応をしているか

10 0 0 0

53
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防
⽌に向けた⽅策について検討をしているか

8 0 0 1

55

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏
うかについて、組織的に決定し、利⽤者や
保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上
で、個別⽀援計画に記載しているか

8 0 0 2

・⾝体拘束はない
・経験不⾜により判断する事が困難で、全ての
項⽬においてよくできている、わからないとの
欄にチェックさせていただきました


